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１．当四半期決算に関する定性的情報

（1）経営成績に関する説明 

当第１四半期におけるわが国経済は、消費増税前の駆け込み需要の反動が見られたものの、政府主導による経済

政策などを背景に、企業業績や雇用環境等の改善が進み、景気は穏やかな回復基調にあります。 

パチンコホール業界におきましては、参加人口の減少や遊技費用を抑制する傾向に変わりはなく、経営環境は引

き続き厳しい状況にあります。 

パチンコ遊技機では、低貸玉営業での遊技機設置比率が上昇するとともに、従来の営業形態での集客や稼働は低

迷しており、収益面では厳しい状況が続いております。このため、遊技機の購入につきましても慎重な姿勢によ

り、安定稼働が見込める実績のある機種に需要が集中いたしました。 

パチスロ遊技機では、人気シリーズの後継機種の需要は堅調に推移したものの、稼働や収益面は伸び悩みを見せ

ております。 

このような状況のもと当社は、『知恵と工夫』をもって「稼働本位」「流行創出」の実現を当期の事業方針に掲

げております。ファンの皆様が長期間楽しんでいただける「オモシロさ」にこだわり、新規性や独自性の追求によ

る商品力の向上と、幅広いファン層に対応した販売ラインナップの充実に取り組んでおります。 

パチンコ遊技機では、新たに２タイトルを市場投入いたしました。 

以上の結果、当第１四半期の業績につきましては、売上高40億15百万円（対前年同期比58.3％減）、営業損失25

億43百万円（前年同期は営業利益11億21百万円）、経常損失24億97百万円（前年同期は経常利益11億63百万円）、

四半期純損失16億34百万円（前年同期は四半期純利益７億72百万円）となりました。 

 

※製品別の状況は次の通りであります。 

 

（パチンコ遊技機） 

パチンコ遊技機につきましては、新規タイトルとして、前作のドラキュラやモンスター達との手に汗握るバトル

の魅力をそのままに、新しいパチンコの面白さを追求した「ＣＲヴァン・ヘルシングⅡ」（平成26年５月発売）、

人気の連載漫画をモチーフに、ライトユーザーなどの幅広いファン層に楽しんで頂ける仕様にした「ＣＲ嬢王」

（平成26年６月発売）を市場投入したほか、前事業年度に発売したシリーズ機種などを追加販売いたしました。 

以上の結果、販売台数は13千台（対前年同期比56.1％減）、売上高40億３百万円（同58.5％減）となりました。 

 

（パチスロ遊技機） 

パチスロ遊技機では、当第１四半期につきましては新機種の発売はありませんでした。 

 

（2）財政状態に関する説明 

①資産、負債および純資産の状況 

総資産は、前事業年度末に比べ25億16百万円増加し、567億30百万円となりました。 

これは主に、商品及び製品が32億64百万円、原材料及び貯蔵品が24億41百万円、投資有価証券が10億28百万円増加

したことなどに対し、現金及び預金が45億33百万円減少したことなどによります。 

負債は、前事業年度末に比べ46億16百万円増加し、118億26百万円となりました。 

これは主に、買掛金が46億56百万円増加したことなどに対し、未払法人税等が３億74百万円減少したことなどによ

ります。 

純資産は、前事業年度末に比べ21億円減少し、449億４百万円となりました。 

これは主に、利益剰余金の減少などによります。 
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②キャッシュ・フローの状況 

当第１四半期末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前事業年度末に比べ45億33百万円減少

し218億92百万円となりました。 

当第１四半期における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果使用した資金は、25億16百万円（前年同期は10億52百万円の資金の増加）となりました。 

これは主に、仕入債務の増加額49億18百万円、減価償却費７億79百万円などが増加の要因であり、税引前四半期純

損失24億98百万円、たな卸資産の増加額57億５百万円などが減少の要因であります。 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は、14億43百万円（前年同期は２億10百万円の資金の減少）となりました。 

これは主に、有価証券の償還による収入２億円などが増加の要因であり、投資有価証券の取得による支出８億10百 

万円、有形固定資産の取得による支出６億10百万円などが減少の要因であります。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果使用した資金は、５億73百万円（前年同期は５億70百万円の資金の減少）となりました。 

これは、配当金の支払によるものであります。 

 

（3）業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成26年６月に発売した「ＣＲリング  運命の日」および「パチスロ  リング  呪いの７日間」の販売活動は順

調に推移しており、７月下旬から順次納品を開始しております。 

なお、当第１四半期の業績は計画通り推移しており、現在のところ、平成26年５月９日発表の業績予想に変更は

ありません。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

会計方針の変更 

（退職給付に関する会計基準等の適用） 

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号  平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）および「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号  平成24年５月17日。以

下「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文および退職給付適用指針第67項本文に掲げ

た定めについて当第１四半期会計期間より適用し、退職給付債務および勤務費用の計算方法を見直し、退職給付

見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を従業員の平均残存勤務期

間に近似した年数に基づく割引率を使用する方法から退職給付の支払見込期間および支払見込期間ごとの金額を

反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。 

なお、これによる期首の退職給付引当金および利益剰余金、ならびに損益に与える影響はありません。 
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３．四半期財務諸表

（1）四半期貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前事業年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期会計期間 
(平成26年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 26,826 22,292 

受取手形及び売掛金 3,454 3,077 

有価証券 900 800 

商品及び製品 3 3,267 

原材料及び貯蔵品 2,962 5,404 

前渡金 3,442 2,933 

繰延税金資産 2,441 3,428 

その他 222 706 

貸倒引当金 △4 △3 

流動資産合計 40,249 41,908 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 1,861 1,836 

機械及び装置（純額） 174 259 

工具、器具及び備品（純額） 1,440 1,572 

土地 3,200 3,200 

その他（純額） 62 60 

有形固定資産合計 6,739 6,928 

無形固定資産 171 173 

投資その他の資産    

投資有価証券 4,799 5,828 

長期前払費用 1,710 1,320 

その他 931 957 

貸倒引当金 △388 △386 

投資その他の資産合計 7,053 7,720 

固定資産合計 13,965 14,822 

資産合計 54,214 56,730 
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    （単位：百万円） 

 
前事業年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期会計期間 
(平成26年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 3,673 8,329 

未払法人税等 384 10 

賞与引当金 265 207 

役員賞与引当金 97 - 

その他 1,231 1,645 

流動負債合計 5,652 10,193 

固定負債    

退職給付引当金 729 707 

その他 827 925 

固定負債合計 1,556 1,632 

負債合計 7,209 11,826 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,281 3,281 

資本剰余金 3,258 3,258 

利益剰余金 41,062 38,818 

自己株式 △1,129 △1,129 

株主資本合計 46,472 44,228 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 532 676 

評価・換算差額等合計 532 676 

純資産合計 47,004 44,904 

負債純資産合計 54,214 56,730 
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（2）四半期損益計算書

（第１四半期累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

売上高 9,639 4,015 

売上原価 4,752 1,993 

売上総利益 4,886 2,022 

販売費及び一般管理費 3,765 4,565 

営業利益又は営業損失（△） 1,121 △2,543 

営業外収益    

受取配当金 26 29 

受取賃貸料 4 4 

利用分量配当金 10 5 

受取ロイヤリティー 1 2 

その他 9 11 

営業外収益合計 53 54 

営業外費用    

シンジケートローン手数料 7 6 

賃貸収入原価 1 1 

その他 2 0 

営業外費用合計 10 8 

経常利益又は経常損失（△） 1,163 △2,497 

特別利益    

固定資産売却益 0 - 

特別利益合計 0 - 

特別損失    

固定資産除却損 0 0 

特別損失合計 0 0 

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） 1,163 △2,498 

法人税、住民税及び事業税 266 13 

法人税等調整額 125 △877 

法人税等合計 391 △863 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 772 △1,634 
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（3）四半期キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失

（△） 
1,163 △2,498 

減価償却費 349 779 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 △1 

賞与引当金の増減額（△は減少） △187 △57 

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △150 △97 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 4 △21 

受取利息及び受取配当金 △31 △34 

固定資産売却損益（△は益） △0 - 

固定資産除却損 0 0 

売上債権の増減額（△は増加） △262 377 

たな卸資産の増減額（△は増加） △684 △5,705 

前渡金の増減額（△は増加） △182 509 

長期前払費用の増減額（△は増加） △44 67 

仕入債務の増減額（△は減少） 1,471 4,918 

未払金の増減額（△は減少） 431 △217 

その他 193 △199 

小計 2,069 △2,180 

利息及び配当金の受取額 29 32 

法人税等の支払額 △1,046 △368 

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,052 △2,516 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有価証券の取得による支出 - △101 

有価証券の償還による収入 90 200 

有形固定資産の取得による支出 △296 △610 

有形固定資産の売却による収入 0 - 

無形固定資産の取得による支出 △2 △2 

投資有価証券の取得による支出 △0 △810 

その他の支出 △3 △119 

その他の収入 2 1 

投資活動によるキャッシュ・フロー △210 △1,443 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

配当金の支払額 △570 △573 

財務活動によるキャッシュ・フロー △570 △573 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 270 △4,533 

現金及び現金同等物の期首残高 27,431 26,425 

現金及び現金同等物の四半期末残高 27,702 21,892 
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（4）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。 
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